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論 文 要 旨

18世紀オペラには,ルソーの自然思想を反映して,宮廷の虚飾を批判し,素朴な田園生活を

讃えるものが少なくない｡本稿は,ルソーの自然思想が18世紀オペラに与えた影響を検証した

ものである｡まず,彼の自然思想の本質を主著の ｢人間不平等起源論｣と ｢エミール｣に探 り,

和声を排し旋律を重視するそのユニークな音楽論が,彼の自然思想の音楽的適用であることを

確認し,その思想を具体化したオペラ (村の占師)を検討した｡次に,彼の田園讃美のオペラ

が,フアヴァ-ルを中心とするオペラ･コミックを経て, ドイツのジングシュピールに波及す

る経緯を明らかにした｡

Ⅰ.ルソーの自然観

ルソーの自然への憧慢とその讃美には,神への信仰にも近い熱烈さがある｡｢私はいつも水が

情熱的に好きだった｡そして水を見ると,しばしばはっきりとした対象はないのに,快い夢想

におちいるのである｡天気のよいときには,起きるとかならず高台へかけて行って,朝の健康

で新鮮な空気を吸い,あの美しい湖の水平線に眼をさまよわせるのであったが,その岸と周囲

の山々は,私の眼を魅了するのであった｡神に対するもっともふさわしい敬意は,神の仕事を眺

めることから起こる無言の讃美以外にはなく,それは手の込んだやり方では表現されないもの

である｡壁と街路と犯罪しか眼にしない都市の住民たちが,どうしてほとんど信仰をもたないの

か,私にはわかる｡しかし,田舎の人たち,とりわけ孤独な人たちが,どうして信仰を持たずにい

られるのか,私には理解できない｡彼らの魂は,その心を打つ驚異の創造者に対して,一日に百

回も,悦惚として高揚せずにいられるであろうか｡｣(｢告白｣,ルソー全集,第 2巻,P.273)｡

彼の浩翰な思想の重要な基盤となっている自然思想は,政治,社会思想として ｢人間不平等

起源論｣に,また教育思想として ｢エミール｣に展開された｡この代表的な著書から,彼の自

然思想を探ってみよう｡

1.人間不平等起源論

ルソーは,原初的な未開の自然社会を,自由平等の理想社会とした｡これは,｢もはや存在せ

ず,おそらく存在しなかったし,多分今後も存在することはけっしてない｣(ルソー全集,第9

香,P.191)ユートピアとして描かれる｡未開人は,｢器用でもなく,言葉もなく,住居もなく,

戦争もなく,関係も結ばず,同胞に危害を加えることを少しも望まないのと同じように,同胞
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を必要とせずに,森の中をさまよい歩き｣(ルソー全集,第 4巻,P.228),感情,知識,道徳も

持ちあわせなかった｡この自然状態は無知で野蛮であるが,自分の自己保存が他人の自己保存

を損わない平和な状態である｡

やがて,文明の誕生とともに,この理想社会は社会的,人為的不平等の生じた社会状態へ移

行する｡第2部冒頭に,｢ある土地に囲いをして 『これはおれのものだ』と最初に思いつき,そ

れを信じてしまうほど単純な人々を見つけた人こそ,政治社会の真の創立者であった｡｣(ルソ

ー全集,第 4巻,P.232)とあるように,この不平等は土地の所有に起因する｡

しかし,道具を発見し,家族単位の社会が成立する初期の段階は,人為的な道徳の導入によ

り,本来の善性や憐れみの情も変質するが,人間の最も幸福な時期でもあった｡そして冶金(-

秩)と農業 (-小麦)の発明が,富と権力の社会悪をもたらし,人々は他人の才智と敬意を得

るために,見せかけの自分を示す必要が生じ,｢いかめしい豪華さと人を斯 く策略と,それにと

もなうあらゆる悪徳がでてきたのであった｡｣(ルソー全集,第 4巻,P.243)｡ルソーは18世紀の

当障を,不平等の最終段階として,特定の為政者に人民が隷属する専制政治の時代と位置づける｡

ルソーは｢不平等起源論｣の最後で,｢未開人は自分自身のなかに生きているのに,社会人は

いつも自分の外にあり,他人の意見のなかでしか生きることができず｣(ルソー全集,第 4巻,

P.262),つまり,社会的不平等により,人間は本源的真実を失い,｢名誉も友情も美徳も,そし

てしばしば悪徳までもが,ついにそれを自慢にする秘訣が見出され,いっさいが人為的で演技

的に｣(ルソー全集,第 4巻,P.262)となるのだと結んでいる｡

2.エミール

｢不平等起源論｣は,いわゆる人類の系統発生を扱い,｢エミール｣は個人の個体発生を扱っ

たものであるといわれる｡なぜなら ｢エミール｣は,生まれながらの自然人である子どもを対

象とした膨大な教育の指針だからである｡ルソーは,子どもの天性に自然人の善性を兄い出し

て ｢子どもを愛しなさい｡子どもの遊びを,喜びを,その愛すべき本能を助けなさい｡くちび

るにはつねに笑いがあり,魂がつねに平安であるあの年ごろに対して,ときに哀惜の念をいだ

かないものがあろうか｡｣と言う (ルソー全集,第 6巻,P.78)｡ また｢エミール｣は,理想の社

会を担うよき市民の育成という点では,｢社会契約論｣にもつながる｡

ルソーは,当時の社会的不平等社会の教育は,子どもから内なる自然を奪う人為教育である

として,消極教育という逆説的表現をとる｡｢初期の教育は,だから純粋に消極的であるべきで

ある｡それは,徳や真理を教えることにあるのではなく,心を悪徳から,精神を誤謬から保護

することにある｡ あなたがたが,なにひとつせず,なにひとつさせないですませるなら,あな

たがたの生徒を,右手と左手とを区別することもできないまま,十二歳まで健康で丈夫に導い

てゆけるなら,あなたがたの授業の一時間めから,彼の悟性の眼は理性に向かってひらかれる

であろう｡｣(ルソー全集,第6巻,P.102)｡例えば幼児の病気は,頑健な肉体をつくるための自

然の試練として,｢自然を観察せよ,そして,自然があなたがたの描いてくれる道に従え｡｣と

とかれる(ルソー全集,第 6巻,P.32)｡ルソーによって,子どもは短小化した大人とは異なる

独自の存在としてとらえられたことになる｡

ルソーの教育は3つに分類される｡即ち,(1)自然人としての人間がもつ能力,器官の内部的

発達を促す自然による教育,(2)外部の事物の経験を通して,人間の感覚を陶冶する事実による

教育,(3)人間による知育,道徳の教育である｡これらは矛盾することなく行われるべきだが,
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このうち人間の力が及ぶのは(2),(3)のみで,(2)はほんのわずかに限られ,全く人間が支配する

(3)も行き過ぎた干渉を戒めている｡(2)の事物の教育は,言葉によらない実物教育を強調したと

ころに特色がある｡

｢人生のそれぞれの時期,それぞれの状態には,それに適合した完成があり,それに成熟があ

る｡｣(ルソー全集,第6巻,P.204)とするルソーの教育プランは,嬰児期から青年に至る人間

の発達段階を5つに分けて体系的に構成されるが,更に次の3つに整理される｡即ち,(1)快,

不快だけを区別する純粋に感覚的段階,(2)有用性を基準にして生活への適否を判断する感覚的

理性 (-子どもの理性)の段階と,最後の(3)辛,不幸や善悪を識別する知的理性 (-大人の理

性)の段階である｡これらは,先のルソーの掲げる3つの種類の教育と対応され,純粋の感覚

は自然から,感覚的理性は事物から,知的理性は人間から各々得られるのである｡

ルソーに特有の情念の教育の源となる自己愛と自尊心は,知的理性によってよい方向に導か

れる｡これらは更に,他人と苦しみを共にする憐れみの情を育成し,やがて市民社会を成立さ

せる人間愛と美徳につながっていく｡｢私たちが私たちと同じ人間に愛着をもつのは,彼らの楽

しみにひかれるからではなく,彼らの苦しみにひかれるからなのだ｡苦しみのうちに,私たち

はいっそうよく私たち人間の同一性を,そして私たちに対する彼らの愛着の保証を見るからで

ある｡｣(ルソー全集,第6巻,P.299)｡身分にかかわりなく,あらゆる人間に課せられた死の苦

しみは,人間の平等の認識となる｡青年が異性に懐 く感情は,このような人間愛と同質の友情

に近いものであり,決して放縦な恋愛感情ではない｡(ルソーの田園オペラの恋人たちには,彼

の理想とする恋愛観が反映されている)｡そして究極的にこの人間愛は,全人類の幸福を願い,

正義を愛する徳へと昇化され,自然児エミールはよき市民として完成するのである｡

ⅠⅠ 村の占師 (Ledevinduvillage)

1.テーマ

ルソーの自然思想を具現したのが,まさに彼のオペラ (村の占師)であった｡1752年,フォ

ンテンブローの離宮で初演されたこのささやかな幕間劇は,国王はじめ宮廷の絶大な人気を得

て,翌年パリのオペラ座でも上演された｡作曲家としてのルソーの名を高めることになったこ

の作品は,フランスのオペラ･コミックの重要な先駆けとなった｡

物語は,愛し合う村の羊飼いの娘コレットと若者コランの間に生じた小さないさかいを,村

の占師がうまくおさめるという単純なものだが,ルソーの自然讃美の思想が強く反映されてい

る｡彼が自ら書いたリブレットの中で,田園の素朴な生活と真実の愛を高らかに歌ったコラン

のロマンス (第8場)は,その典型といえよう｡

ぼくの薄暗いあばら屋には

いつも新しい気苦労がある｡

風,日光,あるいは寒気,

いつも苦労や仕事がつづく｡

コレット,ぼくの羊飼い娘よ,

もしきみが住んでくれるなら,

コランは自分の嚢ぶき屋で,

なにひとつ悔むことはない｡
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野良や牧場から

毎夕立ち戻ってくると,

いとしさは毎晩募るばかりだろう,

きみの姿をもういちど見るたびに｡

野原の中で,

日が沈んでいく前に,

ぼくは自分の苦労を慰めることだろう,

ぼくたちの愛をたたえて歌いながら｡

(ルソー全集,第11巻,P.206-7)

また,このオペラには宮廷人は全 く登場しないが,都市や宮廷の欺隔性,富や権力の虚しさ

への言及も同時に認められる｡ここに,コレットのアリア (第 2場)を挙げておこう｡

町の粋な紳士がたの

話を私が聞いてたら,

ああ./たやすかったでしょうに,

ほかの恋人たちを作るのが./

立派な姫君となり,

毎日人目を若いてるでしょう｡

リボンやレースで

身を飾ってることでしょう｡(後略)

(ルソー全集,第11巻,P.290)

2.構成

全曲を構成するものの中で,イタリア序曲以外の,終曲の合唱,舞曲,ヴォ-ドヴイル ･フ

ィナーレといわれる,各登場人物が順に歌う有節のエールは,フランスオペラの伝統といえる｡

海老沢氏は,田園劇の趣向もフランスの牧歌劇 ｢パストラル｣の流れをくむものだとしている

が,庶民的なルソーの田園オペラは,貴族趣味のパストラルとはやはり異質なものがある｡

ルソー独自のアイデアが窺えるのは,終曲のディヴェルテイスマンである｡これは,いくつ

かの短い舞曲を伴って,従来のバレエではなく,オペラのテーマ (ここでは,邪悪な廷臣が村

の恋人達の仲をさこうとするが,2人はこれに見事打ち勝つ)を暗示する黙劇が演ぜられるも

のである｡この手法はその後,｢メロドラマ｣という台詞と演技と器楽伴奏によるオペラの特異

な形式に発展し,ルソーの晩年のオペラ くどグマリオン)に結実する｡

3.音楽

(1)ルソーの音楽論

オペラ く村の占師)は,ルソーのユニークな音楽思想を提起した実験作ともいえるが,彼の

音楽論とはどのようなものであろうか｡この作品が,ブフォン論争のさなかに書かれたことは

よく知られている｡ ブフォン論争とは,1752年,イタリアの巡業劇団がパリで初めてオペラ･
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ブッフアを上演したのを契機に起った,フランスオペラとイタリアオペラの優劣をめぐる論争

である｡リュリー以来の,フランス伝統の貴族的で荘重な悲歌劇 (トラジェディ･リリック)

を擁護する一派と,庶民的で軽快なイタリアオペラを支持する一派が鋭く対立し,ルソーは百

科全書派の人々とともにイタリア派の旗手と目された｡彼は ｢フランス音楽に関する手紙｣を

著し,双方のオペラの本質的な相違を理論的に解明し,フランス派の筆頭者,ラモーを批判した｡

彼は音楽の構成要素を,旋律または歌,和声または伴奏,テンポまたは指節とし,このうち

音楽の魂である旋律を最も重視した｡旋律の良し悪Lを決定するのは言語で,フランス音楽が

美しくないのは,フランス語が母音に輝きがなく,子音がかたく頻繁にあらわれる非音楽的な

言語であるためであり,一方,イタリア語は,響き豊かな母音が多く,語調があり,アクセン

トが明確で最も旋律にふさわしい｡そのため,旋律が優美で力強いイタリア音楽は,単純な和

声の支えで十分だが,フランス音楽は,旋律の欠如を人工的,作為的な和声で補わざるを得な

いとする｡

旋律と和声との関係は,ルソーの｢旋律の純一性｣という概念で明確にされる｡｢ある曲が人々

の関心をよび起こすものとなるには,その曲が,魂にひき起こしたいと望む感情をそれにもた

らすには,全部の声部が主題の表現を強化すべく協力することが必要です｡和声が主題をもっ

と力づよいものにするのにだけ役立つことが必要です｡伴奏が主題をおおいかくすことも,変

形してしまうこともなしに,それを美しくすることが必要です｡--要するに,全体のアンサ

ンブルが,同時には,耳には一つだけの旋律を,精神には一つだけの想念をもたらすことが必

要なのです｡｣(ルソー全集,第12巻,P.377-78)｡

この旋律を唯一絶対のものとする考えは,バロック初期の,言葉の情緒表現を目的とするモ

ノディーの成立事情と重なり合う｡ 実際ルソーは模倣を否定し,異なる歌詞を同時に歌うアン

サンブルには消極的で,短い交互唱形式の二重唱だけに限定している｡和声は,付随的想念の

表現も可能であり,全く無視はできないが,その使用は選択眼と識別力により抑制すべきだと

する｡ルソーは,完全5度の和音を2つの3度の積重ねで表現するのは,5度固有の効果が弱

まるという理由で和音の省略を唱えるのだが,ここではツアルリーノ以来,和声理論の中心で

あった5度の3和音の重要性は全く無視されている｡

次に ｢言語起源論｣では,旋律と和声の発生論的相違が考察される｡即ち,言語には人間の

情熱から発し,想像力を喚起し,感情を伝達する詩的音楽的言語と,単なる観念の伝達の必要

から生じた道具的言語の2つがあり,旋律は前者に,和声は後者に対応される｡

｢旋律は声の調子を写しだすことで,嘆きとか,苦しみや喜びの叫びとか,脅しとか,うめき

とかを表現している｡声にあらわれてくる情念のしるLが,旋律の領分なのである｡旋律は,

諸言語の抑制を写し,魂の動きに応じたそれぞれの独自な言いまわしを写しだす｡いやたんに

写すのではなく,それ自身が語るのであり,分節されていないが,いきいさとして激しく,情

熱的なその言語は,話し言葉よりも百倍も力に満ちている｡ 人の心に訴える音楽的写生の力は,

そこから生まれ,感じやすい心をとらえる歌の魅力は,そこから生まれてくる｡｣(ルソー全集,

第11巻,P.367)

一方,｢和声の美しさは,慣習的に受けつがれているものでしかなく,訓練を受けていない耳

には,まったくといっていいほど快 く響かない｡和声を感じたり,味わったりするためには,

長いあいだの慣れが必要なのだ｡私たちの協和音も,粗野な耳には雑音としか聞こえない｡自

然の均整がくずれたところに,自然の快さが存在しなくても驚くにあたらないだろう｡｣(ルソ
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-全集,第11巻,P.366)

旋律は自然に根ざす原初的なもの,和声は慣習に基づく人為的なものと定義される｡ルソー

は音楽の歴史を,旋律がかつての生命力を失うにつれてポリフォニーが発生し,ついには和声

が旋律を征服する過程であると解釈する｡旋律が平等な自然状態の,和声が不平等な文明の産

物であるならば,彼の旋律重視は自然への回帰に他ならない｡近代和声学の金字塔ともなった

ラモーの和声論は,倍音現象という自然科学の原理に基づくものであったにもかかわらず,ル

ソーはこれを街学的な知識として大胆に批判した｡自然思想を適用した彼の音楽論は,論理の

稚拙さは否めないとしても極めてユニークなもので,独学で音楽を学んだ彼だけに可能なもの

であったといえよう｡

(2) 村の占師

次に (村の占師)の楽曲の特徴について検討してみよう｡ここでは意外にも,あれほどルソ

ーを魅了したイタリアオペラの特徴である,流麗で技巧的なアリアと華やかなアンサンブルは

陰をひそめ,創作の重点はレシタティーフと素朴なエールにおかれている｡

例えば第6場のコレットとコランが再開する場面の楽器伴奏付きレシタティーフには,頻繁

な拍子の変化があらわれ,フランス語の抑揚を生かした旋律の工夫が窺える(楽譜 1)｡この詩

と音楽への特別な配慮は,17世紀以来のフランスオペラの伝統でもあり,フランス語とフラン

スオペラをあれほど酷評しながらも,ルソーがフランスの伝統を何らかの創作の基盤にしてい

たことを物語っている｡

楽譜 1
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一方,エールは単純,素朴な民謡風のものが多い｡第 1場の冒頭,恋人の心変りを気遣うコ

レットのエールはその代表であろう (楽譜2)｡因みに黙劇のはじめの村娘入場の器楽曲は (莱

譜 3),その後,変奏曲の主題や讃美歌となって欧米に広く流布し,日本でも,明治期の唱歌(見

わたせば)に取り入れられ,今日の (むすんでひらいて)となった｡(海老沢,ルソーと音楽,

『むすんでひらいて』論)｡彼の音楽がこれほど多くの人に歌い継がれたのも,彼の旋律のもつ

普遍的な親しみやすさであり,それは彼の理想でもあったといえるだろう｡

楽譜 2
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ⅠⅠⅠ 18世紀オペラへの波及

1.オペラ･コミックへの影響

18世紀のオペラ･コミックの母体は,中世以来行われてきた定期市の見せ物芸で,Theatrede

laFoireと呼ばれる｡ その拠点は,ST.GermanとSt.Laurantの2つで,本来はヴォ-ドヴ

イルと会話,踊りなどを混えた粗野な笑劇であったが,次第に形を整えて,1715年以来,Opさra-

Comigueの名を掲げるようになった｡当初は,劇作家A.R.LeSage(1668-1747)らによる

正歌劇のパロディを主な漬し物としたが,その人気は正統派のComEdie-Franeaiseを脅かし

て,当局よりしばしば厳しい上演制限を受けるほどだった｡その際の上演方法は,台詞と歌は

一切禁止され,ポスターやプラカードを使った黙劇 (Comediesparecritaux)だけが許される

というものだった｡

1752年,イタリアの巡行劇団が (奥様女中 (Servapadorona))をはじめとするオペラ･ブ

ッフアをパリで上演したのをきっかけに,ブフォン論争が白熱化し,同年上演されたルソーの

(村の占師)を皮切 りに,オペラ･コミックは本格的な確立,完成の時期を迎えた｡劇作家に
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Favart夫妻,J.H.Sedaine,LAnseaume,作曲家にE.Dun主,P.A.Monsigny,F.A.Philidor,

A.-E.-M.Gretryらが輩出し,オペラ･コミックの代表作が多数生まれたが,この中には,既成

のヴォ-ドヴイルやアリアを集めた,いわゆるパステイツチョも含まれる｡

とりわけフアヴァ-ル夫妻のものは,一世を風廃し,フアヴァ-ル夫人は,作家として活躍

しただけでなく,純真なヒロインを自ら演じて人々を魅了したといわれる｡ 夫妻の作品は,フ

ランス国外のヨーロッパ各国で愛好され,多 くの翻案上演が行われた.表 1は,彼らの3つの

代衷作,(仙女ウルジェル (FeeUrgele))(宮廷のニネット (Ninettealacour))(アネット

とルパン (AnnetteetLubin))(前2作はフアヴァ-ル氏,最後のはフアヴァ-ル夫人の作)

の各国の翻案作品を示したものである｡

く表 1)ファヴァール作品のヨーロッパ各国-の波及

作 品国名 Fee 】Ninette ` Annettel

イ ギ リス ･TheChristmasTale ･TheCapricious I
〔呂ibGd:nrric墓台本〕 Lovers(R.Lloyd台本)
London,1733 London,1764

ド イ ツ ･DieFeeUrgele,oder ･DerVerliebte ･LukasundHannchen

WasdenDamen Eigensinn, 〔誌Eschenburg〕gefallt oderNannelbey

】 Berlin,1789 I(C.L.Reuling訳)Graz,1767

マリオネット劇 ･DieBauerinnbey･LaFeeUrgele Hofe

･他にA,Sacchiniの作曲のものにDasBauern-MadchenamHofe,Stuttgart,1771DiegeadelteBauerinn,Prague,1774がある

･LacontadinainciVilita(P.Anfossi音楽)Venezia,1775

･LaVillanellarapitaL2..BBlParndjhn三喜歪 〕Venezla,1783
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1750,60年代のオペラ･コミックには,ルソーの自然思想を基調としたものが少なくない｡

中でもフアヴァ-ルの く宮廷のこネット)(V.Ciampiの原作に基づくパロディ)には,宮廷の

虚飾と欺隔性-の批判と田園讃美の思想が特に詳細に言及されている｡

結婚式を翌日に控えた幸福な村娘を,領主が言葉巧みに城に連れ帰るが,勇敢な若者は無事

娘を取りもどすという筋立ての中で,村娘の城での様々な体験を通して,宮廷の欺隔性が暴か

れていく｡娘は待女達に宮廷風の身支度を整えてもらうが,その窮屈な衣装と美しい装飾品や

化粧は,彼女を幻滅させるだけであったし,廷臣は彼女に,宮廷風の立居振舞いから処生術に

至るまで細かく指南し,扇は人に気づかれずに他人を窺う格好の道具であり,またはっきりし

た物言いは避けるようにととくのである｡そして結局娘は,憧れの宮廷のあらゆるものは"1'art"

という擬物で,田園の本質である "nature"こそ貴いのだと認識する｡

例えば,人工は自然を模倣することができると確信する待女に,娘は,宮廷を支配するすべ

てのものは人工で,絵画のような美しさや勾わない花は偽物だと反論する (2幕 1場)｡

Ninette

Maisj'appercoisdesfleurs.ellesnesententrien.

Dorine

L'artscaitimiterlaNature

Ninette

Dejajem'appereoISaVOuSparlersansfard,
●ヽ

Qu'icil'onnedoitrienqu'al'art

LaBeauten'estqu'unepelnture

Jusqu'auxfleurs.toutestimposture

また最後には自身の敗北を認め,恋人達を祝福する領主は,宮廷人として誇りを保ち,田園

の素朴な愛も素敵だが,自然を損うことなく,人工によって培われた愛こそ自分にはふさわし

いのだと,許婚の伯爵令嬢を伴侶とする (2幕16場)｡

LePrince

Ilestdouxd'etreaimed'uncoeurdansl'innocence

Ouinedoitsesattraitsqu'alasimplicite

Maisauseindesgrandeursuncoeursansimposture

Quel'artacultivesansnuirea1anature

Estd'unprixbienpluscherpourmafelicite

そして,村娘が糸紡ぎにとりかかろうと,冒頭で歌う田園讃歌のアリアに,ルソーの理想は

集約されている (1幕 1場)｡

Ninette

Travaillonsdeboncourage

LafraicheurDecetombrage
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Ladouceardeceramage

Nousdonnecoearal'ouvrage

Presdel'objetqulm'attendrit

Jefileamerveille

Quandlafatiguem'assouprit

L'Amourmereveille

今 井 民 子

2.ジングシュピールへの影響

ジンブシュピールの創始者であるJ.A.ヒラーの作品の多くは,ルソーの自然讃美をテーマと

するオペラ･コミックと強い関連をもち,特に(宮廷のロッテェン(LottchenamHofe))(1767)

は (宮廷のニネット)を,(田舎の恋 (DieLiebeaufdemLande))(1768)は (アネットとル

パン)及び (鈴 (LaClochette))(アンソーム作)を各々直接の下敷きとして書かれている｡

Chr.F.Weiβeの戯曲が,オペラ･コミックの韻文に対し散文で書かれ,幕や場が筋の展開

に従って細かく区分され,分り易い構成になっている点を除くと,登場人物,筋の運びは原作

とほとんど同じである｡特に (ロッテェン)と (ニネット)では,台詞や歌詞は相互に類似す

るものが少なくなく,とりわけ作品のテーマの宮廷の"Kunst(-1'art)Mと田園の"Natur(-

nature)"に関する,やや抽象的な内容の箇所では,ヴァイセは原作をほぼ忠実に模倣してい

る｡例えば領主が女性の化粧について,｢人工が凱歌を上げる玉座｣であり,人は｢自然のライ

バルである化粧ブラシの心地よい欺Lで｣青春の華やぎを取りもどすのだと語る台詞の部分を

比較してみよう (2作とも1幕4場)｡

(ロツチェン)

Astolph

EinKostbarerSchatz,derdeinem Geschlechtevonjedem Alterdieglanzendendsten

Vortheileverschafft.EsisteinThron,wodiekunsttriumphieret,einAlter,womanden

Grazienopfert:einMittel,dasdieverfloβnenZeitenwiederzuruckbringt.Durchdas

glucklicheWundereinerSchwinkedecktmandieFurchenderJahrezu,unddurcheinen

angenehmenBetrugweisderPinsel,einNebenbuhlerderNatur,dieBltiteeinesjugentli-

chenGesichtswiederhervorzubringen.

(ニネット)

Astolphe

Untresorprecieux,

Dontlesexedanstousles畠ges,

Tiredebrillonsavantages:

Descouleursduplaisironranimesontein,

Etlepinceaurivaldelanature,

Faiteclorelafleurd'unvisageenfantin.

ヴァイセの表現は,フアヴァ-ルに比べて,やや説明的で冗長であるといえよう｡ルソーの
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素朴な田園オペラは,プアヴァ-ルらによるオペラ ･コミックに受け継がれて見事に開花 し,

ドイツのジンブシュピールにも多大の影響を与えたのである｡
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